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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体に挿入される挿入部を有する内視鏡本体部と、前記被検体に照明光を照射する照
明部を有するアダプタとを備え、このアダプタを前記挿入部に交換可能に取り付けて前記
被検体の観察を行う内視鏡装置において、
　前記照明部は複数のＬＥＤを有し、
　前記内視鏡本体部が、前記挿入部に前記アダプタが取り付けられたときに、前記照明部
に電気的に接続されて、前記照明部に電力を供給する電源部を備え、
　前記アダプタが、前記電源部と前記照明部とが電気的に接続された閉炉内においてそれ
ぞれの前記ＬＥＤに並列に設けられ、前記電源部から前記ＬＥＤに供給される電力を補正
することで複数の前記ＬＥＤの光量を互いに同一にする電力補正手段を備え、
　前記電力補正手段が、前記電源部からの電力を消費する可変抵抗を備え、
　前記可変抵抗が、抵抗本体部と、前記挿入部の先端面に前記アダプタを取り付けたとき
に前記アダプタにおける前記挿入部の先端面側に設けられ、前記抵抗本体部の抵抗値を変
更操作するための抵抗操作部とを備え、この抵抗操作部が、前記アダプタを前記挿入部か
ら取り外し、前記変更操作を行う際において、前記アダプタから外方に露出するとともに
、前記アダプタを前記挿入部に取り付けたときに前記挿入部と前記アダプタとの接続部内
に配されることを特徴とする内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、被検体を観察するための内視鏡装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、医療分野や工業分野などの様々な分野において、被検体内を観察する内視鏡装置
が利用されている。これら内視鏡装置の中には、被検体に挿入される挿入部を有する内視
鏡本体部と、被検体に照明光を照射するＬＥＤを有するアダプタと、ＬＥＤに電力を供給
する電源部と、を備えたものが周知となっている（例えば、特許文献１参照。）。さらに
、この内視鏡装置には、ＬＥＤの設置数が異なる複数のアダプタが用意されており、これ
ら複数のアダプタが選択的かつ交換可能に挿入部に取り付けられるようになっている。
　しかし、このような内視鏡装置では、アダプタに設けられるＬＥＤの設置数などにより
、必要な電力が異なるため、取り付けるアダプタによっては、それらＬＥＤに適切な量の
電力を供給することができない。そのため、照明に必要な適切な光量を得ることができな
くなってしまう。
【０００３】
　そこで、異なる抵抗値を有する抵抗をそれぞれのアダプタごとに設けるとともに、その
抵抗値を判別する判別部とを設け、判別部の判別結果に応じて、ＬＥＤに流れる電流を制
御するようにしたものが提案されている（例えば、特許文献２参照。）。
【特許文献１】特開平１０－２１６０８５号公報
【特許文献２】特開２００４－１５８８４０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献２に記載されたような内視鏡装置では、抵抗を接続するのに必
要なケーブルの数が増大するため、配線が複雑になってしまうだけでなく、挿入部の径が
大きくなってしまうという問題がある。また、抵抗値を判別するための判別部や、電流値
を制御するための制御部などが必要となるため、構成が複雑となり、コストが増大してし
まうという問題もある。
【０００５】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであって、取り付けるアダプタの種類
に応じた適切な照明光を、簡易な構成によって容易に得ることができる内視鏡装置を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明は以下の手段を提供する。
　本発明の内視鏡装置は、被検体に挿入される挿入部を有する内視鏡本体部と、前記被検
体に照明光を照射する照明部を有するアダプタとを備え、このアダプタを前記挿入部に交
換可能に取り付けて前記被検体の観察を行う内視鏡装置において、前記照明部は複数のＬ
ＥＤを有し、前記内視鏡本体部が、前記挿入部に前記アダプタが取り付けられたときに、
前記照明部に電気的に接続されて、前記照明部に電力を供給する電源部を備え、前記アダ
プタが、前記電源部と前記照明部とが電気的に接続された閉炉内においてそれぞれの前記
ＬＥＤに並列に設けられ、前記電源部から前記ＬＥＤに供給される電力を補正することで
複数の前記ＬＥＤの光量を互いに同一にする電力補正手段を備え、前記電力補正手段が、
前記電源部からの電力を消費する可変抵抗を備え、前記可変抵抗が、抵抗本体部と、前記
挿入部の先端面に前記アダプタを取り付けたときに前記アダプタにおける前記挿入部の先
端面側に設けられ、前記抵抗本体部の抵抗値を変更操作するための抵抗操作部とを備え、
この抵抗操作部が、前記アダプタを前記挿入部から取り外し、前記変更操作を行う際にお
いて、前記アダプタから外方に露出するとともに、前記アダプタを前記挿入部に取り付け
たときに前記挿入部と前記アダプタとの接続部内に配されることを特徴としている。
【０００７】



(3) JP 5191086 B2 2013.4.24

10

20

30

40

50

　この発明に係る内視鏡装置においては、抵抗によって、電源部からの電力が消費される
。これにより、電源部からの電力を容易かつ確実に補正することができる。
　この発明に係る内視鏡装置において、取り付けられるアダプタの照明部に必要な電力に
応じて、可変抵抗の抵抗値を変更する。そして、この可変抵抗によって、電源部からの電
力の一部が消費される。これにより、ＬＥＤに供給する電力を微調整することができ、Ｌ
ＥＤごとのばらつきを吸収し、適正な照明光を容易に得ることができる。
　この発明に係る内視鏡装置においては、取り付けられるアダプタの照明部に必要な電力
に応じて、抵抗操作部を変更操作して抵抗本体部の抵抗値を変更する。このとき、少なく
とも変更操作時において、抵抗操作部が外方に露出していることから、内視鏡本体部また
はアダプタなどを分解することなく、前記抵抗値を容易に変更することができる。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、ケーブルの数を増やすことなく、また電源部自体の電力を変えること
なく、照明部に供給する電力を適正に補正することができることから、取り付けるアダプ
タの種類に応じた適切な照明光を、簡易な構成によって容易に得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
（参考例１）
　以下、本発明の第１の参考例における内視鏡装置について、図面を参照して説明する。
　図１は、本発明の第１の参考例としての内視鏡装置１を示したものである。
　内視鏡装置１は、被検体の検査を行うための内視鏡本体部２と、被検体に照明光を照射
する照明部１２を有する光学アダプタ１０とを備えている。
【００２４】
　内視鏡本体部２は、被検体に挿入される長尺状の挿入部４と、この挿入部４に連結され
て各種操作を行う本体操作部３とを備えている。
　本体操作部３内には、挿入部４を巻き取って収納する巻き取りドラム５と、電力を供給
するための電源部１１とが設けられている。電源部１１は、図３に示す駆動制御部１６に
よってその駆動が制御されるようになっている。また、本体操作部３の天面には、回転台
１８を介して、液晶表示部１９が設置されている。さらに、本体操作部３には、挿入部４
の先端部７を所望の方向に向けるためのリモコン２０が設けられている。
【００２５】
　また、挿入部４は、可撓性の部材からなっており、その後端は、引出し口６を通して、
巻き取りドラム５に取り付けられている。これにより、挿入部４は、引出し口６を介して
引っ張り出すことにより、本体操作部３から外方に延びるようになっており、逆に、巻き
取りハンドル５ａに手をあてがい、巻き取りドラム５を回すことにより、書き取りドラム
５に巻き取られるようになっている。一方、挿入部４の先端部７の近傍には、先端部７を
上下左右方向に向けるために湾曲する湾曲部１５が設けられている。また、先端部７には
、撮像手段としてのＣＣＤ２３が設けられている。さらに、挿入部４の先端面には、外方
に突出する本体側電極部２５が設けられている。これら本体側電極部２５は、図３に示す
ケーブル２４を介して電源部１１に電気的に接続されている。さらに、挿入部４の先端部
７には、上述の光学アダプタ１０が着脱可能に取り付けられている。
【００２６】
　光学アダプタ１０は、照明部１２の照明光の光量の大きさによって複数種類用意されて
おり、それら複数の光学アダプタ１０が、択一的に、かつ交換可能に先端部７に取り付け
られるようになっている。ここでは、光学アダプタ１０が２種類用意され、光量の小さい
方を符号１０ａ、大きい方を符号１０ｂで示す。
　光学アダプタ１０ａは、図２に示すように、円筒状の外筒部２８と接続リング２９とが
、レンズ筒部３２を介して連結されて構成されるものである。レンズ筒部３２は有底円筒
状に形成された大径部３２ａと、この大径部３２ａに同心上に連結され、円筒状に形成さ
れた小径部３２ｂとを備えている。小径部３２ｂの内部には、不図示の対物レンズが設け
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られており、大径部３２ａの内部には、２本の電線３８が設けられている。これら電線３
８の基端部には、不図示の電極基板を介してアダプタ側電極部３７が設けられており、こ
れらアダプタ側電極部３７は外方に露出している。そして、光学アダプタ１０ａを図１に
示す挿入部４に取り付けたときに、アダプタ側電極部３７が本体側電極部２５にそれぞれ
当接するようになっている。一方、電線３８の先端部は、レンズ筒部３２の先端面から突
出している。
【００２７】
　また、レンズ筒部３２の外周面の後端には、径方向外方に突出し、その全周にわたって
延びるフランジ部３３が設けられている。
　接続リング２９の先端には、径方向内方に向けられた内向きフランジ部３９が設けられ
ている。そして、接続リング２９の後端からレンズ筒部３２の先端を通すと、内向きフラ
ンジ部３９がフランジ部３３に当接することにより、接続リング２９が軸方向に抜け止め
されて回転可能に支持されるようになっている。
　また、レンズ筒部３２の先端面には、円板状の連結基板４２、円筒状のＬＥＤ基板４６
および円板状のフレキ基板４７が設けられている。すなわち、連結基板４２の中央に形成
された貫通孔４２ａと、ＬＥＤ基板４６の筒孔と、フレキ基板４７の中央に形成された貫
通孔４７ａとが小径部３２ｂに挿通されており、これにより、レンズ筒部３２の先端面に
、連結基板４２を介して、ＬＥＤ基板４６およびフレキ基板４７が取り付けられている。
そして、これら連結基板４２、ＬＥＤ基板４６およびフレキ基板４７を覆うようにして、
外筒部２８が設けられている。
【００２８】
　連結基板４２には、互いに短絡しないよう分離された第１の電極パターン４８および第
２の電極パターン４９が設けられている。第１の電極パターン４８には、スルーホール４
８ａが形成されており、このスルーホール４８ａを介して、第１の電極パターン４８が、
レンズ筒部３２の先端面から突出する一方の電線３８と電気的に接続されている。また、
第２の電極パターン４９には、第１のスルーホール４９ａおよび第２のスルーホール４９
ｂが形成されており、第１のスルーホール４９ａを介して、第２の電極パターン４９が、
他方の電線３８と電気的に接続されている。
　また、連結基板４２には、連結パターン５２が設けられており、この連結パターン５２
は、後述する固定抵抗（電力補正手段、電力消費素子）５３を介して、第１の電極パター
ン４８と電気的に接続されている。さらに、連結パターン５２には、スルーホール５２ａ
が形成されている。
【００２９】
　上述のフレキ基板４７には、第１のフレキ用パターン５６および第２のフレキ用パター
ン５７が設けられている。第１のフレキ用パターン５６および第２のフレキ用パターン５
７には不図示のケーブルがそれぞれ接続されており、一方のケーブルはスルーホール５２
ａを通されて連結パターン５２に接続され、他方のケーブルは、第２のスルーホール４９
ｂを通されて、第２の電極パターン４９に接続されている。さらに、フレキ基板４７には
、上述の照明部１２が設けられている。照明部１２は、４つのＬＥＤが直列に接続された
第１のＬＥＤユニット６０ａおよび第２のＬＥＤユニット６０ｂとを備えている。
【００３０】
　これら第１のＬＥＤユニット６０ａと第２のＬＥＤユニット６０ｂとは並列に接続され
、すなわち４直２並列に構成されている。これら並列に接続された第１のＬＥＤユニット
６０ａおよび第２のＬＥＤユニット６０ｂの両端は、それぞれ第１のフレキ用パターン５
６および第２のフレキ用パターン５７に接続されている。これにより、第１のＬＥＤユニ
ット６０ａおよび第２のＬＥＤユニット６０ｂの両端は、それぞれ一方の電線３８または
他方の電線３８に電気的に接続されている。
【００３１】
　さらに、本参考例における光学アダプタ１０ａは、固定抵抗５３を備えている。固定抵
抗５３は、連結基板４２に設けられており、第１の電極パターン４８と連結パターン５２
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との間に電気的に接続されている。
　このような構成のもと、光学アダプタ１０ａを挿入部４に取り付けると、図３に示すよ
うに、本体側電極部２５とアダプタ側電極部３７とが電気的に接続されるようになってい
る。そして、これにより、電源部１１と照明部１２とを電気的に接続する閉路６２が形成
されるようになっている。すなわち、閉路６２とは、電源部１１のプラス側から、照明部
１２を経て、電源部１１のマイナス側に到る一周の電路をいうものである。この閉路６２
内において、固定抵抗５３は、照明部１２と直列に接続されている。固定抵抗５３の抵抗
値は、第１のＬＥＤユニット６０ａおよび第２のＬＥＤユニット６０ｂに所定の電圧およ
び電流が印加されるように設定されている。
【００３２】
　なお、光学アダプタ１０ｂの基本的構成は、光学アダプタ１０ａと同様であり、ここで
の説明は省略する。ただし、以下の点について異なっている。すなわち、光学アダプタ１
０ｂは、第１のＬＥＤユニット６３ａ、第２のＬＥＤユニット６３ｂおよび第３のＬＥＤ
ユニット６３ｃを備えており、４直３並列に構成されたものである。そして、これら第１
のＬＥＤユニット６３ａ、第２のＬＥＤユニット６３ｂおよび第３のＬＥＤユニット６３
ｃに印加される電圧および電流が、光学アダプタ１０ａの第１のＬＥＤユニット６０ａお
よび第２のＬＥＤユニット６０ｂに印加される電圧および電流と同一になるように、光学
アダプタ１０ｂに設けられた固定抵抗５３の抵抗値が設定されている。
【００３３】
　次に、本参考例における内視鏡装置１の作用について説明する。
　まず、被検体の状況に応じて、適正な光量の光学アダプタ１０を選択する。ここでは、
光学アダプタ１０ａを選択するものとする。この光学アダプタ１０ａを挿入部４に取り付
け、挿入部４を被検体に挿入する。そして、後述するように電源部１１から照明部１２に
電力を供給し、照明部１２から照明光を照射すると、被検体からの反射光が対物レンズを
介して取り込まれる。この反射光がＣＣＤ２３によって電気信号に変換され、液晶表示部
１９に観察画像として映し出される。このとき、リモコン２０を操作して、湾曲部１５を
湾曲させることにより、挿入部４の先端部７が所望の方向に向けられる。そして、その観
察画像を観ながら、被検体が観察されて、各種処置が行われる。
【００３４】
　ここで、光学アダプタ１０ａを挿入部４に取り付けると、上述のように、電源部１１と
照明部１２とが電気的に接続された閉路６２が形成される。この閉路６２内において、固
定抵抗５３が照明部１２に直列に接続される。そして、駆動制御部１６の制御のもと電源
部１１が駆動させられると、電源部１１からの所定の電力が、固定抵抗５３を経て照明部
１２に供給される。すなわち、電源部１１からの電力の一部は、固定抵抗５３によって熱
エネルギーとして消費され、残りの電力が照明部１２に供給される。このとき、固定抵抗
５３の抵抗値は、第１のＬＥＤユニット６０ａおよび第２のＬＥＤユニット６０ｂに所定
の電圧および電流が印加されるように設定されていることから、電源部１１からの電力が
補正されて、補正された適正な電力が第１のＬＥＤユニット６０ａおよび第２のＬＥＤユ
ニット６０ｂに供給される。
【００３５】
　一方、より大きな光量が必要な場合には、光学アダプタ１０ｂを選択する。この場合、
挿入部４から、光学アダプタ１０ａを取り外し、その取り外した箇所に光学アダプタ１０
ｂを改めて取り付ける。すると、同様にして閉路６２が形成される。そして、電源部１１
を駆動すると、上記と同様に、電源部１１からの電力が、固定抵抗５３によって補正され
て照明部１２に供給される。すなわち、光学アダプタ１０ｂに設けられた固定抵抗５３の
抵抗値は、第１のＬＥＤユニット６３ａ、第２のＬＥＤユニット６３ｂおよび第３のＬＥ
Ｄユニット６３ｃに印加される電圧および電流が、光学アダプタ１０ａの第１のＬＥＤユ
ニット６０ａおよび第２のＬＥＤユニット６０ｂに印加される電圧および電流と同一にな
るように設定されていることから、電源部１１からの電力の一部が、固定抵抗５３によっ
て消費され、第１のＬＥＤユニット６０ａおよび第２のＬＥＤユニット６０ｂに供給され
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る電力と同一の電力が、第１のＬＥＤユニット６３ａ、第２のＬＥＤユニット６３ｂおよ
び第３のＬＥＤユニット６３ｃに供給される。
【００３６】
　なお、光学アダプタ１０ａ，１０ｂに固定抵抗５３が設けられていない場合には、各Ｌ
ＥＤユニットに印加される電圧は同一であるが、光学アダプタ１０ａおよび光学アダプタ
１０ｂとで印加される電流が異なるため、それぞれ電力が異なることになる。すなわち、
本参考例において、固定抵抗５３は、電力補正手段として機能するものである。
【００３７】
　以上より、本参考例における内視鏡装置１によれば、閉路６２内に固定抵抗５３が照明
部１２と直列に設けられていることから、固定抵抗５３を接続するためのケーブルの数を
増やすことなく、また電源部１１自体の電力を一定にしたまま、照明部１２に供給する電
力を適正に補正することができる。そのため、取り付ける光学アダプタ１０の種類に応じ
た適切な照明光を、簡易な構成によって容易に得ることができる。
【００３８】
　なお、本参考例においては、光学アダプタ１０ａ，１０ｂの両方に固定抵抗５３を設け
るとしたが、これに限ることはなく、各ＬＥＤユニットに供給される電力が同一でさえあ
れば、いずれか一方に設けていればよい。
　また、光学アダプタ１０が２種類用意されているとしたが、これに限ることはなく、そ
の数は適宜変更可能である。
　さらに、各ＬＥＤユニットを４直２並列および４直３並列としたが、これに限ることは
なく、ＬＥＤの設置数やその構成は適宜変更可能である。
　また、電力消費素子として固定抵抗５３を設けるとしたが、これに限ることはなく、例
えばダイオードなどの他の素子であってもよい。
【００３９】
（参考例２）
　次に、本発明の第２の参考例について説明する。
　図４は、本発明の第２の参考例を示したものである。
　図４において、図１から図３に記載の構成要素と同一部分については同一符号を付し、
その説明を省略する。
　この参考例と上記第１の参考例とは基本的構成は同一であり、ここでは異なる点につい
てのみ説明する。
【００４０】
　本参考例においては、連結基板４２上であって、第１の電極パターン４８と連結パター
ン５２との間に、抵抗値を変更することができる可変抵抗（電力補正手段、電力消費素子
）６４が電気的に接続されている。そのため、可変抵抗６４の抵抗値を調整することによ
り、照明部１２に供給される電力を、光学アダプタ１０の種類ごとに容易に設定すること
ができる。さらに、各ＬＥＤユニットには、個々のＬＥＤごとのばらつきがあるが、可変
抵抗６４を微調整することにより、照明部１２に供給される電力を微調整することができ
る。そのため、個々のＬＥＤごとのばらつきを吸収することができ、ＬＥＤユニットごと
の総光量を同一にすることができる。これにより、ＬＥＤユニットごとに均一かつ適正な
光量を容易に得ることができる。
【００４１】
　なお、上記第１および第２の参考例においては、固定抵抗５３および可変抵抗６４を照
明部１２に直列に接続するとしたが、これに限ることはなく、図５に示すように、照明部
１２に並列に接続してもよい。
　また、照明部１２の両端に並列に接続するだけでなく、図６に示すように、各ＬＥＤご
とに並列に可変抵抗６４を接続してもよい。これにより、個々のＬＥＤごとのばらつきを
調整することができ、より高品質な照明光を得ることができる。
　さらに、固定抵抗５３および可変抵抗６４に代えて、各ＬＥＤユニットごとのばらつき
を調整するためのＩＣを設けるようにしてもよい。このＩＣに記憶されたデータを書き換
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えることによって、各ＬＥＤユニットに供給される電力を調整することができる。すなわ
ち、このＩＣは電力補正手段として機能する。
【００４２】
　また、図７に示すように、光学アダプタ１０ｂに円筒状のリング６７を設けるようにし
てもよい。すなわち、リング６７の外周に雄ネジ部６８を形成し、この雄ネジ部６８に、
外筒部２８の内周面に形成された不図示の雌ネジ部を螺合させる。ここで、光学アダプタ
１０ｂは、ＬＥＤの設置数が多いため、光学アダプタ１０ａよりも径が大きくなる。その
ため、各光学アダプタ１０ａ，１０ｂごとに各部品の寸法が異なってしまう。そこで、リ
ング６７を設けることにより、リング６７をスペーサとして機能させることができ、レン
ズ筒部３２や接続リング２９などの部品を兼用することができる。
【００４３】
（実施形態）
　次に、本発明の実施形態について説明する。
　図８は、本発明の実施形態を示したものである。
　本実施形態においては、可変抵抗６４が、抵抗本体部７１と、この抵抗本体部７１の抵
抗値を変更操作するための抵抗操作部７２とを備えており、抵抗操作部７２が外方に露出
して設けられている。すなわち、抵抗本体部７１は、第１の電極パターン４８と連結パタ
ーン５２との間で電気的に接続されており、抵抗操作部７２は、光学アダプタ１０の基端
面の外面側に設けられている。そして、この抵抗操作部７２をドライバー７３などで操作
することにより、抵抗本体部７１の抵抗値を変更することができるようになっている。
【００４４】
　また、接続リング２９の内周面には、径方向内方に向けられた突起部７４が形成されて
いる。さらに、挿入部４の先端部７には、挿入部４の軸線方向に沿って延びる切り欠き７
５が形成されており、挿入部４の先端面の一部には段差部７８が形成されている。そして
、光学アダプタ１０を所定の回転位置で先端部７に押し込むと、突起部７４が切り欠き７
５に嵌合するとともに、抵抗操作部７２が段差部７８内に配される。これによって、光学
アダプタ１０が挿入部４に着脱可能に取り付けられる。
【００４５】
　以上より、光学アダプタ１０を挿入部４から取り外すと、抵抗操作部７２が外方に露出
することにより、光学アダプタ１０を分解することなく、光学アダプタ１０の種類に応じ
て抵抗本体部７１の抵抗値を容易に変更することができる。
【００４６】
　なお、上述のように、個々のＬＥＤのそれぞれに並列に図６に示す可変抵抗６４を設け
る場合、図９に示すように、それぞれの抵抗操作部７２を外方に露出させることにより、
個々のＬＥＤごとの調整を一層容易に行うことができる。
【００４７】
（参考例３）
　次に、本発明の第３の参考例について説明する。
　図１０から図１２は、本発明の第３の参考例を示したものである。
　本参考例においては、図１０および図１１に示すように、挿入部４の先端部７に可変抵
抗６４が設けられている。すなわち、先端部７内に本体側電極基板７９が設けられており
、この本体側電極基板７９に可変抵抗６４が設けられている。この可変抵抗６４の抵抗操
作部７２は、挿入部４の先端面に形成された円形開口部８３を介して外方に露出している
。
【００４８】
　また、本体側電極基板７９には本体側電極部２５が設けられており、この本体側電極部
２５は、挿入部４の先端面に形成された円弧状開口部８０を介して外方に露出している。
これら本体側電極部２５は、図１２に示すように、ケーブル２４´，２４を介して電源部
１１に電気的に接続されており、一方のケーブル２４´と、この一方のケーブル２４´に
接続された一方の本体側電極部２５´との間に、抵抗本体部７１が電気的に接続されてい
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る。
　なお、アダプタ側電極部３７は、本体側電極部２５と当接するように、光学アダプタ１
０の基端面から突出するようにして設けられている。
【００４９】
　このような構成のもと、光学アダプタ１０を挿入部４に取り付けると、上述と同様に、
閉路６２が形成され、この閉路６２内において、可変抵抗６４が照明部１２に直列に接続
される。そこで、取り付けられる光学アダプタ１０の種類によって、抵抗操作部７２を介
して抵抗本体部７１の抵抗値を変更することにより、上述のように、照明部１２に適正な
電力を供給することができる。さらに、可変抵抗６４および本体側電極部２５が設けられ
た本体側電極基板７９を挿入部４の先端部７内に設置することから、組み立て作業性を向
上させることができる。
【００５０】
　なお、本参考例においては、可変抵抗６４を照明部１２に直列に接続するとしたが、こ
れに限ることはなく、図１３に示すように、照明部１２に並列に接続するようにしてもよ
い。
【００５１】
（参考例４）
　次に、本発明の第４の参考例について説明する。
　図１４および図１５は、本発明の第４の参考例を示したものである。
　本参考例においては、図１４に示すように、可変抵抗６４が本体操作部３に設けられて
いる。そして、抵抗操作部７２は、本体操作部３から外方に露出するようにして設置され
ている。なお、符号８４は、電源部１１を駆動するための本体スイッチを示すものである
。
【００５２】
　このような構成のもと、光学アダプタ１０を挿入部４に取り付けると、図１５に示すよ
うに、閉路６２が形成され、可変抵抗６４が、照明部１２に直列に接続される。そして、
光学アダプタ１０の種類に応じて、抵抗本体部７１の抵抗値を変更することにより、それ
ぞれの光学アダプタ１０に適正な電力を供給することができる。
　本参考例においては、抵抗操作部７２が本体操作部３に設けられ外方に露出しているこ
とから、抵抗値の変更操作を容易に行うことができる。
【００５３】
　なお、本参考例において、可変抵抗６４を照明部１２に並列に接続してもよい。
　また、図１６に示すように、抵抗操作部７２をディップスイッチ８５として構成しても
よい。これにより、抵抗値の変更操作を一層容易に行うことができる。さらに、光学アダ
プタ１０の種類ごとに、あらかじめディップスイッチ８５を対応させておくことにより、
容易かつ迅速に変更操作を行うことができる。
【００５４】
（参考例５）
　次に、本発明の第５の参考例について説明する。
　図１７から図１９は、本発明の第５の参考例を示したものである。
　本参考例においては、図１７および図１８に示すように、挿入部４の先端部７に、ＯＮ
ＯＦＦ切り替え可能なプッシュスイッチ（識別手段、スイッチ）８８が設けられている。
すなわち、先端部７に設けられた本体側電極基板７９にプッシュスイッチ８８が設けられ
、このプッシュスイッチ８８が、円形開口部８３を介して外方に露出している。
【００５５】
　また、電源部１１は、そこから流す電流の電流値を、一方の電流値と他方の電流値とで
２値的に切り替えられるようになっている。
　さらに、本体操作部３は、図１９に示すように、各種制御を行う制御部（電力補正手段
）９４を有するスイッチ回路９３を備えており、このスイッチ回路９３とプッシュスイッ
チ８８とは電気的に接続されている。さらに、スイッチ回路９３は電源部１１に電気的に
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接続されている。そして、プッシュスイッチ８８がＯＮになると、プッシュスイッチ８８
からの切り替え信号が制御部９４に入力されるようになっている。そして、上記切り替え
信号が入力されると、制御部９４により、電源部１１から流れる電流値が、一方の電流値
から他方の電流値へと変化するようになっている。
　また、光学アダプタ１０ａの後端面には突出部（識別手段）８９が形成されており、光
学アダプタ１０ａを挿入部４に取り付けると、突出部８９が円形開口部８３を通して、プ
ッシュスイッチ８８をＯＮするようになっている。
　なお、光学アダプタ１０ｂには、突出部８９が設けられていない。
【００５６】
　このような構成のもと、光学アダプタ１０ａを挿入部４に取り付けると、上述のように
、プッシュスイッチ８８がＯＮになり、制御部９４によって、電源部１１から流れる電流
値が他方の電流値へと変更される。それに対して、光学アダプタ１０ｂを挿入部４に取り
付けると、光学アダプタ１０ｂには突出部８９が設けられていないことから、プッシュス
イッチ８８はＯＦＦになり、プッシュスイッチ８８から切り替え信号が出力されない。そ
のため、電源部１１からの電流値は、一方の電流値となり、この電流が照明部１２に印加
される。このように、電源部１１からの電流値を切り替えることにより、各ＬＥＤユニッ
トに印加される電流を一定にし、それぞれのＬＥＤユニットの電力が等しくなる。
【００５７】
　以上より、本参考例においては、光学アダプタ１０の種類を容易に認識することができ
、それら光学アダプタ１０の種類に応じた適切な電力を迅速かつ確実に供給することがで
きる。
【００５８】
　なお、本参考例においては、プッシュスイッチ８８を一つ設け、光学アダプタ１０のい
ずれか一方に突出部８９を形成するとしたが、これに限ることはなく、適宜変更可能であ
る。
　例えば、図２０に示すように、光学アダプタ１０の種類ごとに、その周方向に異なる位
置に突出部８９を設けるようにする。そして、挿入部４の先端部７に、それら突出部８９
に対応させてプッシュスイッチ８８を周方向に複数設置する。このような構成のもと、光
学アダプタ１０を挿入部４に取り付けると、その種類ごとに対応付けられたプッシュスイ
ッチ８８が切り替え信号を出力し、上記と同様にして、電源部１１から流れる電流の電流
値が変更される。
　これにより、３つ以上の複数の光学アダプタ１０を用意しても、それぞれの照明部１２
に適正な電力を供給することができる。
【００５９】
（参考例６）
　次に、本発明の第６の参考例について説明する。
　図２１は、本発明の第６の参考例を示したものである。
　本参考例においては、先端部７に切り替えスイッチ９５が設けられ、この切り替えスイ
ッチ９５が挿入部４の先端面から露出するように配置されている。この切り替えスイッチ
９５は、挿入部４の先端面の近傍に位置する第１の位置Ｐ１と、先端面より内方に位置す
る第２の位置Ｐ２との間を往復移動することができるようになっている。そして、切り替
えスイッチ９５は、自然状態においては不図示の付勢手段の付勢力により第１の位置Ｐ１

に配され、光学アダプタ１０ａを取り付けると、突出部８９によって押圧されて第２の位
置Ｐ２に配されるようになっている。
【００６０】
　さらに、電源部１１と一方の本体側電極部２５´とを結ぶケーブル２４´上に、第１の
位置Ｐ１を通る電路Ｃ１と、第２の位置Ｐ２を通る電路Ｃ２とが並列に接続されている。
そして、電路Ｃ２には固定抵抗５３が設けられている。なお、光学アダプタ１０ｂには突
出部８９は設けられていない。
【００６１】
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　このような構成のもと、光学アダプタ１０ａを取り付けると、切り替えスイッチ９５が
第２の位置Ｐ２に配されて、これにより電源部１１と一方の本体側電極部２５´との間で
電路Ｃ２が導通し、電源部１１からの電力が照明部１２に供給される。このとき、電路Ｃ

２には、固定抵抗５３が設けられていることから、上記と同様にして、電源部１１からの
電力が補正される。一方、光学アダプタ１０ｂを取り付けると、光学アダプタ１０ｂには
突出部８９が設けられていないことから、切り替えスイッチ９５が第１の位置Ｐ１に配さ
れる。これにより、電路Ｃ２に代えて電路Ｃ１が導通し、電源部１１からの電力が、固定
抵抗５３によって消費されることなく、そのまま照明部１２に供給される。
【００６２】
　以上より、固定抵抗５３の抵抗値をあらかじめ所定の値に設定することにより、光学ア
ダプタ１０を交換しても、照明部１２に供給する電力を同一にすることができ、簡易な構
成により確実に電力を調整することができる。
【００６３】
（参考例７）
　次に、本発明の第７の参考例について説明する。
　図２２は、本発明の第７の参考例を示したものである。
　本参考例においては、図２２に示すように、本体操作部３に操作入力部（識別手段）９
８が設けられている。操作入力部９８は、複数のアダプタ選択ボタンを備えており、それ
ら複数のアダプタ選択ボタンを押圧することにより、それぞれのアダプタ選択ボタンに応
じた切り替え信号が出力され、制御部９４に入力される。そして、これら入力された切り
替え信号に応じて、制御部９４により、電源部１１から流れる電流の電流値が制御される
。
　以上より、光学アダプタ１０の種類に応じて、電力を補正することができるだけでなく
、構成を簡易にすることができる。
【００６４】
　なお、本発明の技術範囲は上記の実施形態に限定されるものではなく、本発明の趣旨を
逸脱しない範囲において、種々の変更を加えることが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００６５】
【図１】本発明に係る内視鏡装置の第１の参考例を示す全体斜視図である。
【図２】図１の光学アダプタを拡大して示す分解斜視図である
【図３】同参考例における閉路の様子を示す説明図である。
【図４】本発明に係る内視鏡装置の第２の参考例の要部を示す図であって、連結基板を示
す斜視図である。
【図５】抵抗の接続の変形例を示す説明図である。
【図６】抵抗の接続の他の変形例を示す説明図である。
【図７】光学アダプタの変形例を示す分解斜視図である。
【図８】本発明に係る内視鏡装置の実施形態の要部を示す説明図である。
【図９】フレキ基板に可変抵抗を取り付ける場合の変形例を示す斜視図である。
【図１０】本発明に係る内視鏡装置の第３の参考例の要部を示す斜視図である。
【図１１】図１０の挿入部の先端部を示す側断面図である。
【図１２】同参考例における閉路の様子を示す説明図である。
【図１３】図１２の可変抵抗の接続の変形例を示す説明図である。
【図１４】本発明に係る内視鏡装置の第４の参考例を示す全体斜視図である。
【図１５】同参考例における閉路の様子を示す説明図である。
【図１６】図１４の抵抗操作部の変形例を示す斜視図である。
【図１７】本発明に係る内視鏡装置の第５の参考例の要部を示す説明図である。
【図１８】図１７の挿入部の先端部を示す側断面図である。
【図１９】同参考例における閉路の様子を示す説明図である。
【図２０】同参考例における光学アダプタおよび先端部の変形例を示す説明図である。
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【図２１】本発明に係る内視鏡装置の第６の参考例の要部を示す説明図である。
【図２２】本発明に係る内視鏡装置の第７の参考例の要部を示す説明図である。
【符号の説明】
【００６６】
１　　内視鏡装置
２　　内視鏡本体部
４　　挿入部
１０　光学アダプタ
１１　電源部
１２　照明部
５３　固定抵抗（電力補正手段、電力消費素子）
６４　可変抵抗（電力補正手段、電力消費素子）
６２　閉路
７１　抵抗本体部
７２　抵抗操作部
８８　プッシュスイッチ（識別手段、スイッチ）
８９　突出部（識別手段）
９８　操作入力部（識別手段）

【図１】 【図２】
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【図９】
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